
（９）

　
昭
和
　
年
代
以
降
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
た
め
に
、

し
尿
の
み
を
処
理
す
る
浄
化
槽
（
単
独
処
理
浄
化
槽
）
が

急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
単
独
処
理
浄
化
槽
は
現
在
製
造
さ
れ
て
お
ら

ず
、
し
か
も
そ
の
性
能
面
で
も
水
質
汚
濁
の
最
大
原
因
で

あ
る
生
活
雑
排
水
は
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
、
環
境
保
護
の
観

点
か
ら
は
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。�

　
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
で
開
発
さ
れ
た
の
が
、
し
尿
も

生
活
雑
排
水
も
併
せ
て
高
度
に
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化

槽
で
す
。�

時 

代
の
申
し
子
合
併
処
理
浄
化
槽�

　
　
　
イ
レ
を
水
洗
化
し
て
快
適
な
文
化
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す
る

　
　
　
だ
け
で
な
く
、
水
質
汚
濁
の
原
因
で
あ
る
台
所
・
風
呂
・
洗
濯

な
ど
の
生
活
雑
排
水
も
き
れ
い
に
　
　
　
　
　
こ
れ
が
、
　
世
紀
の
浄

化
槽
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
で
す
。�

　
忍
野
村
で
は
、
美
し
い
自
然
を
守
り
、
か
つ
村
民
の
皆
さ
ん
が
快
適

で
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
平
成
　
年
度
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
補
助
金
の
交
付
を
開
始
し
ま
し
た
。�

ト�

40

21

13

生活排水中の汚濁物質量（BOD量）は、一人一日当たり約40ｇ。�
合併処理浄化槽の処理性能はBOD量をわずか４ｇ（１／10）にまで減らしてくれます。単独浄化処理槽の実に８倍もの浄化力を誇
っています。�

生
活
排
水
を
全
て
き
れ
い
に
・
・
・�

　
世
紀
の
排
水
対
策
は
合
併
処
理
浄
化
槽
で�
21

合併処理�  浄化槽�   とは�

合併処理�  浄化槽�   とは�

※
補
助
対
象
地
域
は
、
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区
域
外�

　
と
な
り
ま
す
。�

■お問い合わせ先　忍野村役場　地域振興課　環境係　0555-84-3111（代）�



　�
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◎
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
に
つ

　
い
て
　�

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
こ
れ
か
ら
設
置

し
よ
う
と
す
る
方
に
、
忍
野
村
で
は
、

浄
化
槽
の
設
置
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。�

�

◇
補
助
対
象
地
域�

　
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区
域
外�

◇
補
助
対
象
者�

　
補
助
対
象
地
域
に
お
い
て
、
専
用
住

　
宅
に
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
。

◇
補
助
金
額�

・
五
人
槽�

　
限
度
額
　
　
　  

三
五
四  

〇
〇
〇
円

・
六
〜
七
人
槽�

　
限
度
額
　
　
　  

四
一
一  

〇
〇
〇
円

・
八
〜
十
人
槽�

　
限
度
額
　
　
　  

五
一
九  

〇
〇
〇
円

・
十
一
〜
二
十
人
槽�

　
限
度
額
　
　
　  

九
八
一  

〇
〇
〇
円

・
二
十
一
〜
三
十
人
槽�

　
限
度
額
　
　
一  

六
六
八  

〇
〇
〇
円

・
三
十
一
〜
五
十
人
槽�

　
限
度
額
　
　
二  

二
三
八  

〇
〇
〇
円�

◇
手
続
き�

　
補
助
対
象
地
域
を
確
認
の
上
、
申
　

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

◎
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
皆
様
へ�

　
　
浄
化
槽
管
理
者
（
設
置
者
）
に
は

次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
年
一
回
の
検
査�

二
、
定
期
的
な
保
守
点
検�

三
、
年
一
回
以
上
の
清
掃�

　
以
上
の
こ
と
を
怠
る
と
、
浄
化
槽
が

機
能
せ
ず
汚
水
や
汚
泥
が
直
接
川
に
流

れ
出
し
、
近
隣
や
下
流
の
住
民
の
方
々

に
、
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
必
ず
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。�

◎
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て�

　
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
（
土
）

〜
平
成
十
五
年
一
月
六
日
（
月
）
ま
で

ゴ
ミ
処
理
セ
ン
タ
ー
が
年
末
年
始
休
暇

に
な
り
ま
す
。�

　
そ
の
期
間
は
、
ゴ
ミ
を
収
集
し
ま
せ

ん
の
で
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ゴ
ミ
を
絶

対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
平
成
十

五
年
一
月
七
日
（
火
）
か
ら
は
通
常
通

り
の
収
集
を
い
た
し
ま
す
。�

　
き
れ
い
な
環
境
で
年
末
年
始
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。�

◇
お
問
い
合
わ
せ�

　
忍
野
村
役
場
　
地
域
振
興
課�

　
℡
〇
五
五
五
ー
八
四
ー
三
一
一
一
㈹�

����

　�　
忍
野
村
で
は
左
記
の
通
り
成
人
式
を

挙
行
い
た
し
ま
す
。�

　
対
象
者
は
時
間
厳
守
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。�

□
日
　
時�

　
平
成
十
五
年
一
月
十
二
日
（
日
）�

　
・
受
　
　
付
　
十
二
時
三
十
分�

　
・
式
典
開
始
　
十
三
時�

□
場
　
所
　
村
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル�

□
対
象
者�

　
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
〜
昭
和
五

十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方�

�

◎
記
念
講
演
に
つ
い
て�

　
成
人
式
の
記
念
講
演
を
左
記
の
通
り

開
催
し
ま
す
。�

　
入
場
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
五
百
名
）�

□
日
　
時�

　
平
成
十
五
年
一
月
十
二
日
（
日
）�

　
　
　
午
後
二
時
よ
り�

□
講
　
師�

　
佐
藤
　
忠
志 

氏�

（
金
ぴ
か
先
生
・
拓
殖
大
学
客
員
教
授
）�

�����

□
テ
ー
マ
「
わ
が
人
生
　
七
転
八
起
」�

□
主
　
催
　
忍
野
村
教
育
委
員
会�

�����

□
相
談
日�

　
平
成
十
五
年
一
月
十
四
日
（
火
）�

※
期
日
は
、
毎
回
奇
数
月
の
第
二
火
曜

　
日
で
す
。�

　
　
普
段
お
悩
み
の
こ
と
、
気
に
か
か

　
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

　
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

□
相
談
料
　
無
　
料�

□
受
付
時
間�

　
午
後
一
時
〜
午
後
二
時�

□
相
談
時
間�

　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時�

□
対
象
者
　�

　
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
、
忍
野
村

　
の
住
民�

□
場
　
所�

　
恩
賜
林
組
合
（
林
業
セ
ン
タ
ー
内
）�

※
相
談
日
前
や
電
話
で
の
受
付
、
相
談

　
は
し
ま
せ
ん
。�

□
お
問
い
合
わ
せ�

　
恩
賜
林
組
合
　
演
習
地
対
策
課�

　
　
　
　
℡
二
二
ー
三
三
五
五
（
代
）�

����

　
帝
京
科
学
大
学
で
は
、
や
ま
な
し
産

業
支
援
機
構
の
委
託
事
業
と
し
て
、「
起

業
家
養
成
講
座
」
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。�

□
目
　
的�

　
　
ゲ
ー
ム
感
覚
で
創
業
と
経
営
を
体

　
験
す
る
起
業
家
養
成
講
座
と
コ
ン
ペ

□
日
　
時�

　
平
成
十
五
年
一
月
二
十
五
日
（
土
）

　
　
十
三
時
〜
二
十
時
三
十
分�

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
九
時
〜
十
五
時
三
十
分�

□
場
　
所�

　
帝
京
科
学
大
学
大
学
院
棟�

□
参
加
費
　
無
　
料�

□
ご
照
会
・
参
加
申
込
先�

　
帝
京
科
学
大
学
総
務
課�

（
受
付
開
始
）平
成
十
五
年
一
月
六
日
（
月
）

　
　
℡
〇
五
五
四
（
六
三
）
六
九
一
一�

　
　
℻
〇
五
五
四
（
六
三
）
四
四
三
〇

□
募
集
人
員�

　
四
十
名
（
起
業
・
企
業
関
係
者
・
大

学
院
生
及
び
大
学
生
）�

　
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

□
そ
の
他�

　
　
宿
泊
を
必
要
と
す
る
場
合
は
各
自

　
に
て
手
配
と
し
ま
す
が
、
大
学
の
宿

　
泊
施
設
（
数
に
制
限
あ
り)

を
宿
泊
の

　
み
三  

〇
〇
〇
円
で
利
用
可
能
で
す
。�

成
人
式
に
つ
い
て�

,

,

,

, , , , ,

地
域
振
興
課
よ
り�

起
業
家
養
成
講
座�

( 10 )

,

恩
賜
林
組
合
よ
り�

“
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律�

　
　
　
相
談   

” 

の
お
知
ら
せ�
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国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に

か
か
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
た
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
入
学
時
や
在

学
中
の
費
用
と
し
て
幅
広
く
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。�

　
例
年
受
検
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
と

窓
口
が
混
み
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

志
望
校
が
決
ま
り
次
第
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
ご
希
望
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。�

�

◎
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
概
要�

□
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方�

　
　
世
帯
の
年
間
収
入
が
九
九
〇
万
円

（
事
業
所
得
者
は
七
七
〇
万
円
）
以
内

　
の
保
護
者
の
方�

※
そ
の
他
の
ご
親
族
ま
た
は
ご
本
人
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。�

□
ご
融
資
額�

　
　
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
二
〇

　
〇
万
円
以
内�

□
ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校�

　
　
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、

　
専
修
・
各
種
学
校
な
ど�

※
中
学
卒
以
上
で
、
修
業
年
月
が
六
カ

　
月
以
上
の
教
育
施
設
に
限
り
ま
す
。�

※
留
学
資
金
も
対
象
と
な
り
ま
す
。�

□
お
使
い
み
ち�

・
学
校
納
付
金
（
入
学
金
、
授
業
料
、

　
施
設
設
備
費
な
ど
）�

・
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
（
受
験
料
、

　
交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど
）�

・
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
、

　
家
賃
な
ど�

・
学
習
塾
費
、
教
科
書
代
、
学
習
用
品

　
費
、
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
、
通
学
費
用
、

　
国
民
年
金
保
険
料
な
ど�

□
ご
返
済
期
間�

　
　
十
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た

　
は
母
子
家
庭
の
方
に
つ
い
て
は
、
一

　
年
の
延
長
が
可
能
）�

□
据
置
期
間�

　
　
在
学
期
間
内
で
元
金
の
据
置
が
で

　
き
ま
す（
ご
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
）。

□
利
　
率�

　
年
一
、
六
％�

（
平
成
十
四
年
十
一
月
十
一
日
現
在
）

□
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
　
甲
府
支
店�

　
甲
府
市
丸
の
内
二
ー
二
六
ー
二�

　
　
℡
〇
五
五
ー
二
二
四
ー
五
三
六
一�

����

　
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
は
、
人
生
八

十
年
時
代
を
迎
え
た
現
代
、
高
齢
者
の

学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
長

年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
能
を
更
に
磨

き
、
充
実
し
た
生
き
が
い
の
創
造
と
地

域
文
化
の
振
興
の
担
い
手
と
し
て
の
資

質
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
学

習
の
場
で
す
。�

　
次
に
よ
り
平
成
十
五
年
度
の
学
生
募

集
を
行
い
ま
す
。�

□
募
集
人
員�

　
各
地
域
学
園
四
十
名
　
計
三
百
六
十

名
（
教
育
事
務
所
単
位
に
地
域
学
園
を

設
置
。
峡
北
教
育
事
務
所
は
一
学
園
、

他
の
四
教
育
事
務
所
は
各
二
学
園
、
計

九
学
園
）�

□
入
学
資
格�

　
県
内
在
住
で
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
、

健
康
で
学
習
意
欲
の
あ
る
方�

□
修
業
年
限
　
二
カ
年�

□
募
集
期
間�

　
平
成
十
五
年
一
月
十
五
日
（
水
）
か

ら
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。�

□
入
学
願
書
の
受
付�

　
各
教
育
事
務
所
ま
た
は
市
町
村
教
育

委
員
会�

□
学
　
費�

　
基
本
学
習
費
を
徴
収
し
ま
す
。
（
平

成
十
四
年
度
は
年
間
三  

〇
〇
〇
円
）�

□
お
問
い
合
わ
せ�

　
忍
野
村
教
育
委
員
会�

　
　
℡
〇
五
五
五
ー
八
四
ー
二
〇
四
二�

����

　
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校

を
卒
業
で
き
る
の
が
、
通
信
制
高
校
で

す
。
勉
強
す
る
内
容
は
全
日
制
・
定
時

制
と
全
く
同
じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に

入
学
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

特
定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。�

□
募
集
人
員
　
普
通
科
　
一
〇
〇
名�

□
募
集
期
間�

　
平
成
十
五
年
三
月
三
日
（
月
）�

　
　
　
　
　
〜
四
月
二
日
（
水
）�

　
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時�

（
但
し
、
土
日
、
祭
日
は
除
く
。
ま
た
、

最
終
日
四
月
二
日
は
正
午
ま
で
）�

□
出
願
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
　
通
信
制

　
甲
府
市
飯
田
五
ー
六
ー
二
三�

　
℡
〇
五
五
ー
二
二
六
ー
四
四
一
一
㈹

　
℡
〇
五
五
ー
二
二
六
ー
四
四
一
二�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
信
制
直
通
）

□
出
願
資
格�

（
一
）
中
学
校
を
卒
業
し
た
も
の
（
卒

　
　
業
見
込
み
も
含
む
）�

（
二
）
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学

　
　
力
の
あ
る
と
学
校
長
が
認
め
た
者�

（
三
）
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

□
出
願
書
類�

（
一
）
入
学
願
書
（
中
央
高
校
で
交
付
）

（
二
）
卒
業
見
込
証
明
書
ま
た
は
卒
業

　
　
証
明
書
（
出
身
中
学
で
交
付
）�

（
三
）
成
績
証
明
書
（
出
身
中
学
で
交

　
　
付
）�

※
二
十
歳
以
上
の
方
は
、
「
成
績
証
明

書
」
は
不
要
で
す
。
ま
た
、  （
二
）（
三
）

の
か
わ
り
に
中
学
校
の
調
査
書
で
も
結

構
で
す
。�

（
四
）
写
真
四
枚
、
面
接
票
、
返
信
用

　
　
封
筒�

（
五
）
そ
の
他
就
業
し
て
い
る
方
は
、

　
　
教
科
書
給
与
申
請
書
と
証
明
書
を

　
　
提
出
す
れ
ば
、
無
償
で
教
科
書
給

　
　
与
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
以
上
の
出
願
書
類
は
中
央
高
校
に
直

接
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。�

�

□
出
願
方
法�

　
出
願
書
類
一
式
を
本
人
が
直
接
本
校

へ
提
出
し
ま
す
。
（
そ
の
際
に
面
接
を

行
い
ま
す
）�

□
入
学
選
抜
方
法�

　
書
類
及
び
面
接
に
よ
り
ま
す
。
（
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
）�

□
合
格
通
知�

　
平
成
十
五
年
四
月
七
日
頃
に
、
本
人

に
通
知
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。�

□
経
　
費�

（
一
）
一
年
間
（
入
学
年
次
）
の
学
校

納
付
金
等
は
約
一
五  

〇
〇
〇
円（
授
業

料
等
を
含
ん
で
い
て
、
四
月
に
一
括
納

入
し
ま
す
）�

（
二
）
教
科
書
代
が
有
償
の
場
合
に
は
、

約
一
五  

〇
〇
〇
円
か
か
り
ま
す
。�

�

〈
付
記
〉�

一
、
大
学
入
学
資
格
検
定
（
大
検
）
の

　
合
格
科
目
を
本
校
の
単
位
と
し
て
認

　
定
し
ま
す
。�

二
、
三
年
間
で
卒
業
す
る
こ
と
も
で
き

　
ま
す
。�

三
、
甲
府
看
護
専
門
学
校
の
、
准
看
護

　
学
科
に
入
学
し
た
生
徒
を
対
象
に
し

　
た
（
衛
生
看
護
科
）
も
あ
り
ま
す
。�
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中
央
高
校
通
信
制�

入
学
生
募
集
に
つ
い
て�

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」�

　
　
　
　
の
ご
案
内�

「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」�

　
　
学
生
募
集
に
つ
い
て�

平
成
　 

年
度�

15

,

,

,



����

　�　
文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
国
際

青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
『
第
二
十
七

回
記
念
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
』

の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の

島
、
ヨ
ロ
ン
島
の
青
い
海
と
美
し
い
自

然
の
中
で
仲
間
と
助
け
合
う
楽
し
さ
を

知
り
、
在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動
・

生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
言
語
や
習
慣

を
越
え
て
友
情
を
深
め
、
国
際
感
覚
を

身
に
付
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。
主
な

活
動
は
、
さ
と
う
き
び
刈
り
＆
絞
り
・

イ
カ
ダ
作
り
・
イ
カ
ダ
こ
ぎ
・
ハ
ー
レ

ー
船
大
会
な
ど
、
世
界
で
も
有
数
の
透

明
度
を
も
つ
青
い
海
で
の
活
動
や
南
の

島
独
特
の
文
化
を
体
験
す
る
活
動
、
そ

の
他
洞
窟
探
検
・
洞
窟
で
一
泊
す
る
特

別
サ
バ
イ
バ
ル
コ
ー
ス
な
ど
。�

◇
期
　
間�

　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日
（
木
）

　
〜
四
月
三
日
（
木
）
　
七
泊
八
日�

＊
期
間
が
異
な
る
地
域
が
あ
り
ま
す
の

　
で
ご
注
意
下
さ
い
。�

◇
場
　
所�

　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町�

◇
定
　
員�

　
日
本
人
小
学
生
　
四
百
名�

　
外
国
人
小
学
生
　
　
百
名�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〜
六
年
生
）

□
締
　
切�

　
平
成
十
五
年
三
月
七
日
（
金
） �

　
　
　
　
　  

（
申
込
み
先
着
順
）�

◇
出
発
地�

　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
忍
野
村
か
ら
は
東
京
出
発
・
帰
着�

◇
参
加
費
　
一
一
二  

〇
〇
〇
円�

◇
資
料
請
求
・
お
申
し
込
み
・
お
問
い

　
合
わ
せ�

　
財
団
法
人
　
国
際
青
少
年
研
修
協
会�

　
〒
一
六
〇
ー
〇
〇
〇
四�

　
東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
ー
十
一�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
村
ビ
ル
三
階

　
　
℡
〇
三
ー
三
三
五
九
ー
八
四
二
一

　
　
℻
〇
三
ー
三
三
五
四
ー
二
二
〇
七�

������

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。�

�

★
視
聴
方
法�

・
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ 

（
テ
レ
ビ

　
２
０
５
ｃ
ｈ
・
ラ
ジ
オ
５
０
０
ｃ
ｈ
）

　
全
国
放
送
中�

・
地
上
放
送
（
テ
レ
ビ
Ｕ
Ｈ
Ｆ
１
６
ｃ

　
ｈ
・
ラ
ジ
オ
Ｆ
Ｍ
７
７
・
１
Ｍ
Ｈ
ｚ）

　
関
東
地
域�

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ�

　
放
送
大
学
の
番
組
を
放
送
し
て
い
る

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
で
視
聴
で
き
ま
す
。�

����

□
募
集
期
間�

・
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生�

　
平
成
十
四
年
十
二
月
十
五
日
（
日
）

〜
平
成
十
五
年
二
月
二
十
八
日
（
金
）�

�

【
教
養
学
部
】�

〈
募
集
学
生
の
種
類
〉�

・
全
科
履
修
生
　
四
年
以
上
在
学
し
、

　
「
学
士
（
教
養
）
」
の
学
位
の
取
得

　
を
目
指
す
学
生�

・
選
科
履
修
生
　
一
年
間
在
学
し
、
希

　
望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生�

・
科
目
履
修
生
　
一
学
期
間
「
六
カ
月
」

　
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
す

　
る
学
生�

�

〈
特
　
長
〉�

○
「
学
士
（
教
養
）
」
の
学
位
が
取
得

　
で
き
ま
す
。
　
　
（
全
科
履
修
生
）�

○
十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入

　
学
で
き
、
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産

　
業
等
の
幅
広
い
分
野
の
科
目
（
約
三

　
百
科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
（
選
科
・
科
目
履
修
生
）�

○
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も

　
三
年
次
編
入
学
が
で
き
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
科
履
修
生
）�

○
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
現
職
教
員
の
方
等
の
上
位
・
他
教
科

　
等
の
免
許
状
取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。�

【
大
学
院
】�

〈
募
集
学
生
の
種
類
〉�

・
修
士
科
目
生
　
自
分
の
学
習
・
研
究

　
し
た
い
科
目
を
選
択
し
て
、
一
科
目

　
か
ら
履
修
す
る
学
生�

※
「
修
士
（
学
術
）
」
の
学
位
の
取
得

　
を
目
指
す
修
士
全
科
生
の
募
集
は
終

　
了
し
て
い
ま
す
。�

�

〈
特
　
長
〉�

○
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入

　
学
で
き
ま
す
。
　�

○
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
修
得
し
た
単
位
は
修
士
全
科
生
と
し

て
入
学
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
修
了

す
る
た
め
の
単
位
と
し
て
使
え
ま
す
。

○
現
職
教
員
の
方
等
の
専
修
免
許
状
取

　
得
に
利
用
で
き
ま
す
。�

�

★
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
放
送
大
学
　
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
〒
四
〇
〇
ー
〇
〇
一
六�

　
甲
府
市
武
田
四
ー
四
ー
三
十
七�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
梨
大
学
内
）

　
電
話
〇
五
五
ー
二
五
一
ー
二
二
三
八

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　 �

　 �　
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
サ
ー
ビ
ス�

　
〇
四
三
ー
二
一
一
ー
八
三
五
一�

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�

　
〇
一
二
〇
ー
八
六
四
ー
六
〇
〇�

���

�������

□
日
　
時�

　
平
成
十
五
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）

・
開
　
場
　
十
三
時
三
十
分�

・
開
　
演
　
十
四
時�

□
場
　
所�

　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

□
指
　
揮�

　
深
澤
　
好
久
　
　
小
俣
　
広
弥�

□
曲
　
目�

・
「
ア
ル
ル
の
女
」
よ
り
フ
ァ
ラ
ン
ド

　
ー
ル�

・
「
利
家
と
ま
つ
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ�

・
ウ
ル
ト
ラ
大
行
進
　
　
な
ど�

□
入
場
料�

　
五
百
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）�

□
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
〇
九
〇
ー
一
五
三
八
ー
二
四
三
九�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
田
）�

　
〇
九
〇
ー
一
四
〇
一
ー
五
四
七
〇�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
森
）�

�������
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富
士
五
湖�

ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ�

「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校�

　
ヨ
ロ
ン
島
」
参
加
者
募
集�

E
-m

ail：
 info@

kskk.or.jp

 U
R
L
：

http//w
w
w
.kskk.or.jp�

�

平
成
十
五
年
度
第
一
学
期
学
部
生�

・
大
学
院
修
士
科
目
生
学
生
募
集�

放 

送 

大 

学�

〜
自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
〜�

！�

！�

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト�

　2
0
0
3

」
の
お
知
ら
せ�

,

http  // w
w
w
.u  air.ac.jp/ hp

：
�
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忍野中学校  新人体育大会結果�忍野中学校  新人体育大会結果�

　１０月２１日を中心に、南都留郡内６中学校による新人大会が行われました。団体及び個人戦の結

果は表のとおりです。郡代表として出場した県大会の結果は、相撲競技、卓球女子が優勝、サッカー

は準優勝など、日頃の練習成果を発揮しました。大会は、中学校教育の一環として、広くスポーツ実

践の機会を与え、技術の向上と気力の充実を図り、心身の健全な育成と信義と友情を培い、中学校生

活を豊かにしようとするものとして開催されたものです。

　各部とも、家庭、地域の協力、支援を受けて、選手権、総合大会に向けて冬季の練習をしています。

南都留郡  新人戦結果� 県新人戦結果�

野 球�

サ ッ カ ー�

柔 道�

剣 道�

卓 球（ 女 子 ）�

卓 球（ 男 子 ）�

ソ フト ボ ー ル�

ソ フト テ ニ ス�

バスケットボール�

サ ッ カ ー�

相 撲�

ソ フト ボ ー ル�

バスケットボール剣

道�

柔 道�

卓 球（ 男 子 ）�

卓 球（ 女 子 ）�

２ 位�

１ 位�

１ 位�

２ 位�

１ 位�

１ 位�

１ 位�

３ 位�

１ 位�

２ 位�

１ 位�

ベ ス ト ８�

ベ ス ト ８�

ベスト 1 6 �

ベスト 1 6 �

ベ ス ト ８�

１ 位�

柔 道�
相 撲�

剣 道�

卓 球（ 女 子 ）�

卓球（女子）�

卓球（男子）�

卓 球（ 男 子 ）Ａ�

卓 球（ 男 子 ）Ｂ�

ソフトテニス�

大 森 康 弘�

天 野 隼 斗�

田 中 達 也�

天 野 陽 市�

籠 谷 　 亮�

三 浦 芳 恵�

渡 辺 里 美�

三 浦 神 奈�

山 田 健 斗�

天野健太郎後

藤 　 聡�

天 野 良 平�

三 浦 裕 騎�

渡 辺 広 樹�

大 森 康 弘�

天 野 隼 斗�

天 野 信 彦�

中 野 拓 真�

三 浦 芳 恵�

三 浦 神 奈�

渡 辺 里 美�

山 田 健 斗�

１位�

２位�

３位�

１位２

位１

位�

２位�

３位�

１位�

２位�

３位１

位�

２位�

３位�

１位重量�

３位中量�

３位中量�

２位軽量�

２ 位�

３ 位�

ベスト16

団
　
　
　
　
　
体�

個
　
　
　
　
　
人�

団
　
　
　
　
　
体�

個
　
　
　
　
　
人�

☆�

☆�

１位�

２位�

３位�

天野結香・渡辺愛可�

佐藤由佳梨・渡辺沙和�

井手あかね・天野　香�
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　鳥居地峠において、不法投棄撤去ボランティアが行われました。�
　当日は、小学生・教員・一般ボランティアの方々約４０名の
参加があり、不法投棄ゴミを撤去しました。ご協力ありがとう
ございました。�

１１月３０日（土）�

　緑ケ丘スポーツ公園大体育館において、山梨県子ども綱引き大会が
行われ、忍野村からは綱引き教室に参加した子ども達から高学年５チ
ーム、低学年３チームの計８チームが参加し、７チームが決勝トーナ
メントへ進みました。�
　高学年の部においては、昨年に続き優勝・準優勝。低学年の部にお
いては３位・４位と忍野村が上位を独占しました。�

１２月１日（日）　山梨県子ども綱引き大会�

撤去の模様です。�

撤去後�

ボランティアの方々です。�

熱戦の模様です。�

表彰式�

　忍野村食生活改善推進員会
によるファミリークッキング
教室が開催されました。親子
で作る楽しさを実感したよう
です。来年も開催する予定で
すので、ぜひご参加下さい。�

１２月８日（日）�



  

こどもの
つぶやき

�

ラスベガス周辺�

●今月のワンポイントレッスン：�

　Ａ：モニュメント・バレーへは、どうやって行くのが一番良いですか。�

　Ｂ：車だと５時間かかるので、飛行機で行くのが一番良いでしょう。�

�
スティーヴ  リスマン�Steve  Rissman
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Around Las Vegas
   Happy New Year. Are you thinking of traveling any where this 
year?�
   Last month's article was about Las Vegas. If you look at a map 
of the USA, you will find that the city of Las Vegas is not far from 
Los Angeles, but even closer to interesting natural phenomena such 
as the Grand Canyon, Monument Valley and Death Valley.�
   Perhaps the most famous of these is the Grand Canyon. It covers 
a massive area, being 350km long, up to 29km wide and 1.7km deep. 
The colors of the rock change throughout the day and it is famous 
for the view at sunset. Although many photographs are taken from 
the various lookouts, I think the best view is from the air. You can 
really get a feeling for how enormous the Grand Canyon is and see 
a lot more. The trip from Las Vegas is not so long, but flying over 
the Grand Canyon can be very bumpy so if you get airsick easily 
it may be better to stay on the ground. If you have a lot of time, you 
could try hiking or riding a mule down to the bottom.�
   Another not so famous place, but in my opinion, just as impressive 
is Monument Valley. You will have seen the unique ‘monuments 
of rock in the old westems. John Ford used them as the background 
in a lot of his movies. They have been used in many recent films 
such as                                     or                                   . . If you fly 
there, you will be able to see magnificent blue lakes from the plane. 
The colors are so vivid. It looks like a different planet and actually 
the area was used in the original�
   Death Valley is so named, because not much can live there. It is 
between Los Angeles and Las Vegas. It is the lowest place in North 
America at 85m below sea level and is one of the world's hottest 
places with temperatures exceeding 51 Celsius. �
   If you are traveling to places in the off season and you have a 
flexible timetable, it is much better to book optional tours directly 
when you get there as the prices are usually much more reasonable. 
You can also include extra things as you think of them.�
�
This month's easy English expression：�
A： What is the best way to get to Monument Valley?�
B： The best way is to fly, because it takes about 5 hours to drive    �
      there. �
�
    

　新年明けましておめでとうございます。皆さんは、今年どこかに旅行する予

定はありますか。�

　先月、ラスベガスについて書きましたが、アメリカの地図を見ると分かるよう

に、ラスベガスはロサンゼルスから近いです。しかし、グランド・キャニオンやモ

ニュメント・バレー、デス・バレーのような自然が創造した興味深い場所には

もっと近いです。おそらく、これらの中でもっとも有名なのが、グランド・キャニオ

ンだと思います。そこは長さ３５０ｋｍ、幅が最高２９ｋｍと深さ１．７ｋｍもある巨

大なエリアです。岩の色は朝から夜まで刻 と々変化し、とくに夕日の景色が有

名です。いろいろな角度から、たくさんの写真が撮られていますが、私は空か

ら見るのが一番いいと思います。空中からは、そこが、いかに大きいかが感じ

取れ、より多くのものが見られます。もし時間が許すなら、ハイキングやラバに

乗ることもできます。ラスベガスからグランド・キャニオンへは、それほど時間が

かかりませんが、飛行機がたいへん揺れるので、乗り物酔いをしやすい人は

飛行機は避けたほうがいいと思います。�

　グランド・キャニオンほど有名ではありませんが、モニュメント・バレーも同じ

ように印象的な場所だと思います。そこには、独特の、古き良き西部の岩のモ

ニュメント（記念碑）があります。ジョン・フォード監督は、たくさんの映画の中で

そこを背景として使いました。また、バック・トゥー・ザ・フューチャー３やミッショ

ン・インポッセブル２のように最近の映画でも、多く使われています。モニュメン

ト・バレーまで飛行機で行くと、眼下に素晴らしい青い湖を見ることができます

。その色は大変鮮やかで、まるで他の惑星のようです。実際、そこは映画猿の

惑星で使われた場所です。�

　デス・バレー（死の谷）はその名の通り、あまり生物はいません。ロサンゼル

スとラスベガスの間にあり、海抜がマイナス８５ｍの、北アメリカで最も低い場

所で、気温が５１℃をも上回る、世界で最も暑い場所の１つです。�

　シーズンオフで、時間に制限がないなら、現地に着いてから、直接オプショ

ンの旅行を予約するとより安く、そこで思いついたことがいろいろとできます。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

★赤ちゃんが生まれてお兄ちゃんになったＫ男くん�
　Ｋ男 　「かわいいねえ、おうちに持っていこうね。�
　　　　   みんなで大事に育てようね」 　　     ～２歳児～�
�

★給食の時�
　Ｔ男 　「きじ食べたい　」 �
保育士 　「きじって何？」　�
　Ｔ男 　「これ」 （ひじきを指さす） 　　　　   ～年少児～�
�

★給食の時、ロールパンに入っているコアラのマーチ�
　のお菓子を見て�
　Ｔ男 　「このお菓子はサルだよ」 �
保育士 　「どうして？これはコアラじゃないの？」　�
　Ｔ男 　「だってサルみたいに木登りしているじゃん」 　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ～年少児～�
�

★シール遊びをしているＫ男くん、飽きてきた様子なので
保育士 　「つまらない？」 �
　Ｋ男 　「つまる　」 　　　  　　　　　　　  ～年少児～�
�
�

★お昼寝の時、着替えが早いＹ男くんに
　保育士 　「わぁー今日は着替えるの早かったね。�
　　　　　   どうしてこんなに早く出来たの？」 �
　　Ｙ男 　「だって手がおりこうで�
　　　　　　　   ボタンをとったから」  　 　  ～年少児～�
�
�

★保育士　  「この鳥、オカメインコって�
　　　　　　いうんだよ」 �
　Ｙ男 、聞き間違えたのか�
　　Ｙ男 　「じゃあオカネ持ちなんだ　」  �
　 　　   　　　　　　　　　　　　    ～年長児～�
�★保育士　  「もしもし、Ｓ男くん、どうして�
　　　　　　休んでいるの？」 �
　　Ｓ男 　「あのね、おふた風邪」 �
　　　　　 　　（おたふく風邪でした） �
　 　　   　　　　　　　　　　　　    ～年長児～�
�
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リハビリ教室 

おはなしゆりかご

育児教室 ①�
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大型かるた大会�
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おはなし探検隊�
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出初式・成人式�
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成人の日�

道祖神祭り　～１６日まで�
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育児教室 ②�
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１歳６カ月児健康診査�
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出張健康相談及びいきいき健康教室（忍草）�
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大寒�
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一彦さん、裕子さんの長女�
長田　香蓮 ちゃん（1 1カ月）�

忍草196

▲
� １日／元旦・初詣�▲
� ６日／官庁御用始め�▲
� １２日／出初式・成人式�▲
� １３～１６日／道祖神祭り�▲
� ２０日／大寒�▲
� ２５日／天神講�
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